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この冊子は１部当たり約 24 円で作成しています（人件費など間接経費は含まれていません）。
また、企業広告による掲載料は、広報伊万里の作成費の貴重な財源となっています。

　11月４日、友好交流都市の中国大連
市から、17人目となる公務研修生 李娜

（リナ）さんが来日し、10 日、市役所
で辞令交付式がありました。研修期間
は１年間。一般行政研修や市内外の視
察研修を行うほか、市内のイベントに
参加したり、中国語教室の講師をした
りしながら市民と交流する予定です。
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問
合
先
　
福
祉
課
子
育
て
支
援
室
（
☎
㉓
２
１
７
４
）

楽
し
く
子
育
て

元
気
に
子
育
ち

特 

集

子ども・子育て支援新制度がスタートします

　
近
年
、
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
進
行
す
る
少
子
化
は
、

社
会
経
済
全
体
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
国
は
、
平
成
15
年
７
月
に
『
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推

進
法
』
を
制
定
し
、
次
世
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
が
健

や
か
に
生
ま
れ
、
育
つ
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
の
到
来
や
、

さ
ら
な
る
少
子
化
の
進
行
に
よ
り
、
幼
稚
園
・
保
育
所
制

度
再
構
築
の
要
請
な
ど
、
抜
本
的
な
制
度
改
革
が
求
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
子
育
て
を
め
ぐ
る
課
題
を
解
決
す
る

た
め
、『
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
』
と
そ
の
関
連
法
律

が
平
成
24
年
８
月
に
制
定
さ
れ
、『
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
』
が
平
成
27
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
平
成
22
年
３
月
に
『
伊
万
里
市
次

世
代
育
成
支
援
後
期
行
動
計
画
』
を
策
定
し
、
病
後
児
保

育
事
業
の
開
始
や
留
守
家
庭
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
で
き
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

少
子
・
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進
行
は
本
市
に
お
い
て
も

例
外
で
は
な
く
、
子
ど
も
と
子
育
て
を
取
り
巻
く
環
境
は

一
段
と
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
市
に
お
け
る
少
子
・
高
齢
化
、
保

育
ニ
ー
ズ
の
状
況
や
、
新
制
度
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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子育てや家事などに専念したい
（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが
一定年齢になったら就労したい

すぐにでも、もしくは
１年以内に就労したい

無回答
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在
園
児
童
数
の
推
移

　
少
子
化
の
流
れ
を
受
け
て
、
市
内

の
保
育
所
（
保
育
園
）
に
在
籍
し
て

い
る
児
童
数
は
ど
の
く
ら
い
変
化
し

て
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
下
の

【
グ
ラ
フ
１
】
は
、
平
成
21
年
度
か

ら
平
成
25
年
度
ま
で
の
全
児
童
数

お
よ
び
０
〜
２
歳
児
の
児
童
数
の

推
移
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
平
成
21
年
度
と
平

成
25
年
度
を
比
較
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
全
児
童
数
は
、
平
成
21
年
度

（
１
８
２
３
人
）
か
ら
平
成
25
年
度

（
１
９
５
６
人
）
ま
で
で
１
３
３

人
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

０
〜
２
歳
児
の
児
童
数
は
、
平
成

保
育
ニ
ー
ズ
調
査
結
果

　
市
民
の
子
育
て
支
援
に
関
す
る

生
活
実
態
や
要
望
、
意
見
な
ど
を

把
握
す
る
た
め
に
、
就
学
前
児
童

ま
た
は
小
学
生
が
い
る
世
帯
を
対

象
と
し
て
、平
成
25
年
11
月
に
『
伊

万
里
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に

関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
』
を
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
調
査
結
果
に
よ
る

と
、
就
学
前
児
童
が
い
る
世
帯
で

現
在
就
労
し
て
い
な
い
母
親
の
就

労
意
向
【
グ
ラ
フ
２
】
を
み
て
み

る
と
、『
す
ぐ
に
で
も
、
も
し
く

　
こ
の
よ
う
に
、本
市
で
は
、少
子
・

高
齢
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
が
、

保
育
所
の
低
年
齢
児
を
中
心
に
児

童
数
が
増
加
し
て
お
り
、保
育
ニ
ー

ズ
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
こ
の
要
因
の
一
つ
と
し

て
、
ニ
ー
ズ
調
査
よ
り
、
子
ど
も

を
保
育
所
に
預
け
て
、
働
き
た
い

と
考
え
て
い
る
母
親
が
増
え
て
き

て
い
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
本

市
で
の
待
機
児
童
は
発
生
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
今
後
も
保
育
ニ
ー
ズ

が
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
待
機
児
童
を
発
生

さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
保
育
所
の

受
け
入
れ
態
勢
な
ど
に
つ
い
て
、

見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

が
抱
え
て
い
る
課
題
を
解
決
し
て

い
く
た
め
に
、
平
成
27
年
４
月
か

ら『
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
』

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
次
の
ペ
ー

ジ
で
は
新
制
度
の
概
要
な
ど
を
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

21
年
度
（
６
９
８
人
）
か
ら
平
成

25
年
度
（
７
８
９
人
）
ま
で
で
91

人
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
年
少
人
口
が
減
少
傾
向
に

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
育
所

在
園
児
は
全
体
的
に
増
加
し
て
お

り
、
中
で
も
０
〜
２
歳
児
の
児
童

数
の
増
加
の
割
合
が
大
き
い
よ
う

で
す
。

こ
れ
か
ら
は

は
１
年
以
内
に
就
労
し
た
い
』
が

37
・
５
％
、『
１
年
よ
り
先
、
一

番
下
の
子
ど
も
が
あ
る
程
度
に
な

っ
た
こ
ろ
に
就
労
し
た
い
』
が

38
・
３
％
と
、
全
体
の
就
労
意
向

は
75
・
８
％
で
、
就
労
意
欲
は
強

く
な
っ
て
い
ま
す
。

楽しく子育て
元気に子育ち特集

　
本
市
に
お
け
る
、
少
子
・
高
齢
化
の
状
況
や
保
育
ニ
ー

ズ
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
中
か
ら
、
未
就
学
児
を
持

つ
母
親
の
就
労
意
向
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
本
市
の
０
〜
14
歳
の
年
少
人
口

は
、
平
成
２
年
（
１
２
９
２
５
人
）

か
ら
平
成
22
年
（
８
４
８
４
人
）

ま
で
で
約
34
㌫
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

人
口
は
、
平
成
２
年
（
１
０
０
２
６

人
）
か
ら
平
成
22
年
（
１
４
６
５
９

人
）
ま
で
で
約
46
㌫
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
人
口
総
数
に
つ
い

て
は
、平
成
２
年
（
６
０
８
８
２
人
）

か
ら
平
成
22
年
（
５
７
１
６
１
人
）

ま
で
で
約
６
㌫
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
近
年
の
市
の
人
口

は
減
少
し
て
お
り
、
少
子
・
高
齢

化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

市内の保育所に在籍している児童数の推移【グラフ１】

就学前の児童がいる世帯で
　　　現在就労していない母親の就労意向【グラフ２】 (%)

( 人 )

( 年度 )
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国
の
取
り
組
み
で
は
、
認
定
こ

ど
も
園
の
普
及
を
図
り
、
地
域
型
保

育
を
新
設
し
、
３
歳
未
満
児
の
保
育

の
場
を
増
や
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
認
定
こ
ど
も
園
』
は
、
幼

稚
園
と
保
育
所
の
良
さ
を
合
わ
せ

（託児所など）

（託児所など）

※

その他の支援

※少人数（定員６～ 19 人）を対象に、家庭的保育に近い雰囲気の
もと、きめ細かな保育を行います。

市内の幼稚園・保育所はこう変わります

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　『
働
き
た
い
の
に
子
ど
も
を
預
け
る
と
こ
ろ
が
な
い
』
な

ど
、
子
育
て
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
平
成
24
年
８
月
に
『
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
』
な
ど

の
３
つ
の
関
係
法
律
が
成
立
し
ま
し
た
。

　
来
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
『
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
』
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て

市
内
の
幼
稚
園
や
保
育
所
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
、
新
制
度
の
概
要
に
つ
い

て
疑
問
に
お
答
え
し
な
が
ら
、
施
設
の
利
用
方
法
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
子
育
て
中
の
す
べ
て
の
ご
家
庭

を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

▽
消
費
税
な
ど
を
財
源
に
、
幼
児

期
の
子
ど
も
の
学
校
教
育
・
保

育
、
地
域
の
子
育
て
支
援
を
充

実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

▽
身
近
な
市
町
村
が
地
域
の
子
育

て
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
こ
れ
に

あ
っ
た
支
援
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

▽
平
成
27
年
度
に
本
格
ス
タ
ー
ト
。

『
子
育
て
を
支
え
る
社
会
』
に
向

け
て
動
き
出
し
ま
す
。

『
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
』
と
は
ど
ん
な
も
の

新
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
教

え
て
く
だ
さ
い

新
制
度
で
は
、
教
育
と
保
育

を
一
体
的
に
提
供
す
る
施
設
『
認

定
こ
ど
も
園
』
が
新
た
に
設
置
さ

れ
ま
す
が
、
現
在
の
幼
稚
園
や
保

育
所
の
す
べ
て
が
認
定
子
ど
も
園

に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
公
立
は
、
ニ
ー
ズ
や
園
児
数
の

動
向
な
ど
を
見
な
が
ら
市
で
検
討

し
ま
す
。

　
私
立
は
、
運
営
方
法
を
園
で
決

定
し
ま
す
。

新
制
度
で
は
何
が
変
わ

る
の
で
す
か

も
っ
た
施
設
で
す
。
保
護
者
が
働

い
て
い
る
、
い
な
い
に
関
わ
ら
ず

利
用
で
き
ま
す
。

20
人
未
満
の
少
人
数
の
単
位

で
、
０
〜
２
歳
の
子
ど
も
を
預
か

る
事
業
で
す
。

　
市
内
で
は
、
少
人
数
（
定
員
６

〜
19
人
）
を
対
象
に
、
家
庭
的
保

育
に
近
い
雰
囲
気
の
も
と
、
き
め

細
か
な
保
育
を
行
う
小
規
模
保
育

に
つ
い
て
、
数
か
所
の
事
業
所
が

開
所
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

『
地
域
型
保
育
』
と
は
何

で
す
か

『
認
定
こ
ど
も
園
』
と
は

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か

幼
稚
園
や
保
育
所
は
す

べ
て
『
認
定
こ
ど
も
園
』
に

な
る
の
で
す
か

新
制
度
は
、
子
育
て
を
し
て

い
る
す
べ
て
の
家
庭
を
支
援
す
る

も
の
で
す
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働

い
て
い
る
人
で
も
、『
保
育
を
必
要

と
す
る
事
由
』
に
該
当
す
れ
ば
『
保

育
の
必
要
性
』
を
認
定
す
る
仕
組

み
を
導
入
し
ま
す
。
ま
た
、
家
で

育
児
を
し
て
い
る
人
が
利
用
で
き

る
地
域
の
子
育
て
支
援
も
充
実
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
い

て
い
る
人
や
家
で
育
児
を
し

て
い
る
人
は
新
制
度
を
利
用

で
き
な
い
の
で
す
か

ＱＡＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

Ａ Ｑ
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福祉課子育て支援室
　南　　　亮介

新
制
度
に
お
け
る
保
育
料
は
、

国
が
定
め
る
上
限
額
の
範
囲
内
で

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
が
定
め
ま
す
。

な
お
、
国
が
定
め
る
上
限
額
は
、

お
お
む
ね
現
行
の
私
立
幼
稚
園
・

保
育
所
の
実
質
的
な
利
用
者
負
担

と
同
程
度
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
本
市
の
保
育
料
に
つ
い
て
は
、

国
の
上
限
額
が
確
定
し
て
い
な

い
た
め
、
現
在
検
討
中
で
す
。

新
し
い
情
報
は
、
随
時
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

保
育
料
は
、
市
町
村
民
税
額

を
も
と
に
毎
年
決
定
し
、
保
育
料

の
切
り
替
え
を
、
毎
年
９
月
に
行

い
ま
す
（
８
月
以
前
は
前
年
度

分
、
９
月
以
降
は
当
年
度
分
の
市

町
村
民
税
額
に
よ
り
保
育
料
が
決

定
）。
前
年
度
の
収
入
の
変
動
に
伴

い
、
保
育
料
の
階
層
区
分
に
変
更

が
生
じ
た
場

合
は
、
９
月

か
ら
新
し
い

保
育
料
と
な

り
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
を
応
援
し
ま
す

新制度の詳しい内容は
『内閣府子ども・子育て支援制度』のホームページを参照して
ください。
▷ http://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/index.html

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
な

ど
を
利
用
す
る
に
は

　
手
続
き
や
時
期
の
流
れ
は
、
こ

れ
ま
で
と
大
き
く
異
な
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
新
制
度
で
は
、
施
設
の
利
用
を

希
望
す
る
保
護
者
は
、
利
用
の
た

め
の
認
定
を
市
か
ら
受
け
る
こ
と

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
３
つ
の
認

定
区
分
に
応
じ
て
、
利
用
す
る
施

設
（
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
、

小
規
模
保
育
事
業
所
な
ど
）
が
決

ま
り
ま
す
。

【
３
つ
の
認
定
区
分
】

※
は
、
認
定
区
分
ご
と
の
利
用
対

象
施
設
で
す
。

▽
１
号
認
定

　
満
３
歳
以
上
で
、
教
育
を
希
望

す
る
場
合

※
認
定
こ
ど
も
園

▽
２
号
認
定

　
満
３
歳
以
上
で
『
保
育
を
必
要

と
す
る
事
由
』
に
該
当
し
、
保

育
所
な
ど
で
保
育
・
教
育
を
希

望
す
る
場
合

※
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園

▽
３
号
認
定

　
満
３
歳
未
満
で
『
保
育
を
必
要

と
す
る
事
由
』
に
該
当
し
、
保

育
所
な
ど
で
保
育
を
希
望
す
る

場
合

※
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
、
小

規
模
保
育
事
業
所
な
ど

保
育
料
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い

楽しく子育て
元気に子育ち特集

新
制
度
に
な
る
と
保
育

料
は
ど
う
な
る
の
で
す
か

新
制
度
で
は
保
育
料
は

毎
年
同
額
に
な
る
の
で
す
か

ＱＡ Ａ Ｑ

　
い
よ
い
よ
『
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
』
が
、
来
年
４
月
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
市
で
は
、
円

滑
に
新
制
度
へ
移
行
で
き
る
よ

う
、
各
種
基
準
を
制
定
す
る
な

ど
必
要
な
準
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
、

計
画
期
間
を
平
成
27
年
度
か
ら
31

年
度
ま
で
の
５
か
年
と
す
る
『
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
』

を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
計
画
策
定
を
進
め
る
に
当
た
っ

て
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す

る
た
め
に
、
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
子
育
て
中
の

人
や
子
育
て
支
援
に
携
わ
っ
て
い

る
人
な
ど
の
意
見
を
聞
く
た
め

に
、
保
護
者
や
子
育
て
支
援
事
業

従
事
者
、
事
業
所
な
ど
の
代
表
者

を
委
員
と
し
た
『
伊
万
里
市
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
』
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
、
母
親
の

就
労
希
望
や
、
保
育
園
の
利
用
希

望
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ほ
ん
の
一

例
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
や
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
て
計

画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

は
、『
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
、

笑
顔
で
成
長
し
、
す
べ
て
の
家
庭

が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、
育

て
る
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
』
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
保
護
者
が
子
育
て

に
つ
い
て
の
第
一
義
的
責
任
が
あ

る
と
い
う
基
本
的
認
識
の
下
に
、

家
庭
、
学
校
、
地
域
な
ど
が
協
力

し
て
楽
し
く
子
育
て
が
で
き
、
元

気
な
子
育
ち
が
で
き
る
ま
ち
を

作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
新
制
度
の
ス
タ
ー
ト
に
伴
い
、

不
安
を
抱
い
て
い
る
人
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
す
べ
て
の
子

ど
も
が
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
、
子

ど
も
自
ら
が
成
長
し
て
い
く
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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　伊万里市制施行 60 周年を迎え、より身近に市
の歴史に触れていただくため、伊万里市史の販売
価格を安く改定しました。たいへん求めやすくなっ
ていますので、この機会にぜひご購入ください。
● 改定日　11 月１日
● 新価格　１冊 2,500 円（旧価格 5,000 円）
● 販売所　情報広報課市民サービス係、市民図書

館、市歴史民俗資料館、市文化財調査室、伊万
里・有田焼伝統産業会館、有田町歴史民俗資料
館、北九州中国書店、六一書房（ネット販売）

● 問合先　情報広報課市民サービス係
（ 　☎㉓２１３３）

ス
パ
ラ
ガ
ス
、
梨
な
ど
。
緑
鮮
や

か
な
色
と
、
ま
ろ
や
か
な
う
ま
み
、

後
か
ら
く
る
ほ
ど
よ
い
辛
み
が
特

徴
で
す
。
今
回
は
、
全
国
60
点
の

応
募
の
中
か
ら
見
事
グ
ラ
ン
プ
リ

に
輝
き
ま
し
た
。

秋
の
叙
勲
受
章

　

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　
11
月
３
日
付
け
で
、
秋
の
叙
勲

が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
受

章
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

叙 

勲

経
済
産
業
省
感
謝
状

▼
加
茂
英
秋
さ
ん
（
南
波
多
町
）

▼
小
池
和か

ず
え
い榮

さ
ん
（
二
里
町
）

　
元
公
立
小
学
校
長

▼
大
町
八や

ち

よ

千
代
さ
ん
（
脇
田
町
）

　
民
生
・
児
童
委
員

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
双
光
章

平
成
26
年
度 

統
計
功
績
者
表
彰
受
賞
者 

　
11
月
11
日
、
市
役
所
で
伊
万

里
市
教
育
委
員
会
表
彰
が
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
文
化
の
日
に
ち
な

ん
で
、
教
育
や
学
術
文
化
、
体

育
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
た

人
に
対
し
、
市
教
育
委
員
会
が

毎
年
表
彰
を
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
今
回
次
の
９
人
が
受
賞
し

ま
し
た
。

【
学
校
教
育
】

▼
松
本
　
定

さ
だ
む
さ
ん
（
二
里
町
）

▼
池
田
信の

ぶ

也や

さ
ん
（
　
〃
　
）

▼
市
丸
広ひ

ろ
つ
ぐ次
さ
ん
（
波
多
津
町
）

▼
大
串
和
彦
さ
ん
（
有
田
町
）

【
文
化
振
興
】

▼
小
笠
原 

嶐
た
か
し
さ
ん
（
大
川
内
町
）

▼
森
戸
吉
昭
さ
ん
（
黒
川
町
）

【
社
会
教
育
】

▼
岩
永
孝
雄
さ
ん
（
南
波
多
町
）

▼
松
永
真し

ん

治じ

さ
ん
（
山
代
町
）

【
社
会
体
育
】

▼
生し

ょ
う

嶋じ
ま

　
浩こ

う

さ
ん
（
黒
川
町
）

市
教
育
委
員
会
表
彰

↑
市
教
育
委
員
会
の
表
彰
を
受
け
た

受
賞
者
の
皆
さ
ん

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

▼
峯
　
茂し

げ
ま
さ正
さ
ん
（
立
花
町
）

　
元
准
海
尉

瑞
宝
単
光
章

← 伊万里市史
    （全 11 巻）

『
伊
万
里
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
』

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

　
Ｊ
Ａ
伊
万
里
小
ね
ぎ
部
会
の
『
伊

万
里
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
』
が
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
『
き
ょ
う
の
料
理
ク
ッ
キ
ン

グ
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
４
（
じ
も

と
盛
り
上
げ
料
理
部
門
）』
で
グ
ラ

ン
プ
リ
を
受
賞
し
、
11
月
17
日
、

塚
部
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
農
作
物
を
出
荷
す
る

際
に
見
栄
え
が
悪
い
な
ど
の
理
由

で
廃
棄
さ
れ
る
農
作
物
が
『
も
っ

た
い
な
い
』
と
い
う
発
想
か
ら
、

小
ね
ぎ
部
会
の
女
性
部
を
中
心
に
、

１
年
以
上
か
け
て
考
案
さ
れ
た
も

の
で
す
。
具
材
は
、
伊
万
里
産
の

小
ね
ぎ
を
は
じ
め
、
玉
ね
ぎ
や
ア

↑塚部市長に受賞の喜びを報告するＪＡ伊万里
小ねぎ部会の皆さん

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

伊万里市史 が
求めやすくなりました

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索 62014.12



▽
市
長
そ
の
他
特
別
職

　
前
田
　
和
人
さ
ん
（
二
里
町
）

▽
市
議
会
議
員
、
県
議
会
議
員

　
福
田
　
喜き

一い
ち

さ
ん
（
東
山
代
町
）

　
田
中
　
啓け

い

三ぞ
う

さ
ん
（
二
里
町
）

　
占し

め

野の

　
秀
男
さ
ん
（
大
坪
町
）

　
髙
木
　
久
彦
さ
ん
（
山
代
町
）

　
堀
　
　
良
夫
さ
ん
（
二
里
町
）

　
竹
内
　
和
教
さ
ん
（
松
島
町
）

　
中
倉
　
政
義
さ
ん
（
東
山
代
町
）

　
岡
口
　
重
文
さ
ん
（
大
川
町
）

▽
教
育
文
化
関
係

　
久
我
　
俊と

し

郎ろ
う

さ
ん
（
脇
田
町
）

　
岩
永
憲け

ん

一い
ち

良ろ
う

さ
ん
（
立
花
町
）

　
栗
原
　
　
崇
さ
ん
（
伊
万
里
町
）

　
下
平
　
悦
也
さ
ん
（
大
川
内
町
）

　
水
上
　
忠
弘
さ
ん
（
山
代
町
）

　
川
田
　
　
宏
さ
ん
（
二
里
町
）

　
尾
形
洋
一
郎
さ
ん
（
立
花
町
）

　
吉
武
幾
二
郎
さ
ん
（
山
代
町
）

　
金
子
　
義
弘
さ
ん
（
山
代
町
）

　
栁や

な

ケが

瀬せ

尚
人
さ
ん
（
大
川
内
町
）

　
髙
瀬
　
圭
二
さ
ん
（
大
川
町
）

　
小
野
　
龍た
つ

久ひ
さ

さ
ん
（
山
代
町
）

　
川
久
保
豐と

よ

子こ

さ
ん
（
山
代
町
）

▽
そ
の
他
市
政
に
対
し
顕
著
な
功
績

が
あ
っ
た
者

　
三
浦
　
哲の

り

彥ひ
こ

さ
ん
（
佐
賀
市
）

　
力
武
　
博
典
さ
ん
（
二
里
町
）

　
弘
川
　
勝
彦
さ
ん
（
山
代
町
）

　
松
本
　
政ま

さ

吉よ
し

さ
ん
（
松
島
町
）

　
山
下
　
剛つ

よ

司し

さ
ん
（
大
坪
町
）

　
池
田
　
晴
男
さ
ん
（
南
波
多
町
）

　
高
森
　
　
保
さ
ん
（
新
天
町
）

　
川
久
保
好よ

し

喜き

さ
ん
（
山
代
町
）

　
池
田
浩
一
郎
さ
ん
（
伊
万
里
町
）

▽
多
額
の
金
品
寄
付
者

　
株
式
会
社
名
村
造
船
所

　（
代
表
取
締
役
社
長  

名
村
建
介
）

↑市政功労者・善行者の表彰

　
市
政
功
労
者

　
善
行
者

↑式典終了後に行われた市政功労者・善行者の記念撮影

市政功労者・善行者表彰

　
吉
田
　
洋
一
さ
ん
（
大
川
内
町
）

　
原
　
　
國く

に

義よ
し

さ
ん
（
脇
田
町
）

　
岩
渕
　
　
守
さ
ん
（
脇
田
町
）

　
馬
場
　
敏
夫
さ
ん
（
立
花
町
）

　
井
手
　
民
夫
さ
ん
（
脇
田
町
）

　
藤
間
貴き

美み

寿じ
ゅ

さ
ん
（
蓮
池
町
）

　
杵き

ね

屋や

佐さ

多た

勝か
つ

さ
ん
（
伊
万
里
町
）

　
伊
万
里
市
文
化
連
盟

　
伊
万
里
市
青
少
年
団
体
連
絡
協
議
会

　
諸
石
　
秀
子
さ
ん
（
瀬
戸
町
）

　
田
尻
　
清
和
さ
ん
（
山
代
町
）

　
徳
永
　
政ま

さ

敬の
り

さ
ん
（
立
花
町
）

▽
産
業
・
建
設
関
係

　
今
泉
　
清
美
さ
ん
（
東
山
代
町
）

　
田
中
　
光
夫
さ
ん
（
大
川
町
）

　
岩
永
　
利
明
さ
ん
（
立
花
町
）

　
力
武
　
文
雄
さ
ん
（
二
里
町
）

　
浦
川
　
量か

ず

人と

さ
ん
（
二
里
町
）

▽
社
会
福
祉
関
係

　
前
田
　
國く

に
よ
し

さ
ん
（
伊
万
里
町
）

　
安や

す

並な
み

　
彌や

生よ
い

さ
ん
（
脇
田
町
）

　
前
田
　
正
義
さ
ん
（
東
山
代
町
）

　
森
戸
　
吉
昭
さ
ん
（
黒
川
町
）

　
野
口
　
マ
リ
さ
ん
（
大
川
内
町
）

　
外ほ

か

園ぞ
の

　
　

よ
う

さ
ん
（
東
山
代
町
）

　
池
田
シ
ゲ
子
さ
ん
（
二
里
町
）

　
多
久
島
レ
イ
子
さ
ん（
東
山
代
町
）

　
故
・
堀
　
英
作
さ
ん
（
基
山
町
）

　
原
　
　
義
治
さ
ん
（
新
天
町
）

　
中
村
　
重
德
さ
ん
（
大
坪
町
）

▽
衛
生
関
係

　
犬
塚
　
玲
子
さ
ん
（
瀬
戸
町
）

　
小
島
　
伸
彦
さ
ん
（
南
波
多
町
）

　
日
髙
　
重
幸
さ
ん
（
松
島
町
）

　11月３日、市民センターで『伊万里市制施行 60周年
記念式典』が開催されました。この日、市の発展に寄与
された市政功労者（60個人、2団体）と、市民の模範と
なる善行者（1団体）の表彰が行われました。なお、受
賞者は下記のとおりです。
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確
定
申
告
の
際
に
添
付
が
必
要
な

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
証

明
書
（
は
が
き
）
を
、
平
成
27
年
１

月
下
旬
に
納
付
者
に
郵
送
し
ま
す
。

※
納
付
証
明
書
に
記
載
す
る
金
額

は
、
平
成
26
年
中
に
普
通
徴
収

（
口
座
振
替
お
よ
び
納
付
書
）
で

納
付
し
た
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
で
す
。

※
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
が

あ
る
人
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
る
源
泉
徴
収
票
に

記
載
さ
れ
た
額
と
、
今
回
、
市

か
ら
郵
送
す
る
納
付
証
明
書
の

額
を
合
算
し
て
確
定
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

▽
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

　
税
務
課
収
納
対
策
室

　（
　
☎
㉓
２
１
５
２
）

▽
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　
長
寿
社
会
課
介
護
給
付
係

　（
　
☎
㉓
２
１
５
４
）

▽
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ

い
て

　
長
寿
社
会
課
医
療
保
険
係

　（
　
☎
㉓
２
１
５
３
）

お知らせします高額医療・高額介護合算療養費制度

① 現役並み所得者・・同一世帯に課税所得 145 万円以上の所得がある 70 歳以上の人
　 上位所得者・・・・基礎控除後の総所得金額が 600 万円を超える世帯など
② 一　般・・・・・・①、③、④以外の人
③ 低所得者Ⅱ・・・・世帯員全員が市町村民税非課税の人
④ 低所得者Ⅰ・・・・③のうち、世帯員全員の所得が一定基準以下の人
　　　　　　　　　　（年金収入 80 万円以下など）

▷次に該当する人は、申請の対象となる旨のお知らせができない場合がありますので、上記の支給要件を参

考にして、支給対象となるか確認してください。具体的な手続きや不明な点は、問合先へ相談してください。

　　◆平成 25年８月から平成 26年７月末までの間に、
　　　・市町を越える転居をされた人
　　　・他の医療保険制度から国民健康保険または後期高齢者医療制度に移られた人

▷被用者保険（国民健康保険・後期高齢者医療制度以外の健康保険）に加入している人にはお知らせが届きません。

所得区分 後期高齢者医療制度
＋介護保険

国保・健康保険など
＋介護保険（70〜74 歳）

国保・健康保険など
＋介護保険（70 歳未満）

① 現役並み所得者
　（上位所得者） 67 万円 67 万円 126 万円

② 一　般 56 万円 56 万円   67 万円

③ 低所得者Ⅱ 31 万円 31 万円   34 万円

④ 低所得者Ⅰ 19 万円 19 万円

●問合先　国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入の人は、長寿社会課医療保険係（ 　☎㉓２１５３）
　　　　　国民健康保険・後期高齢者医療制度以外の医療保険に加入の人は、長寿社会課介護給付係（　 ☎㉓２１５４）

※住民税非課税世帯が条件

▷高額医療・高額介護合算療養費制度とは
医療と介護の両方のサービスを利用している世帯の負担を軽減するもので、各医療保険の世帯ごとに、１年間に

支払った医療保険と介護保険の自己負担を合計し、基準額を超えた場合に、その超えた金額を支給するものです。

▷支給要件・支給額は
各医療保険の世帯ごとに、平成 25 年８月から平成 26 年７月末までに支払った医療保険・介護保険の自己負担

額が次（下表）の基準額を超えた場合に、その超えた額を支給します。

※【下表の金額＋500円】が基準額で、自己負担額がその基準額を超える場合に【自己負担額－基準額】を支給します。

支給対象者へのお知らせ・申請手続きについての留意点

　支給対象となる被保険者の皆さんには、今月中にお知らせする予定です。お知らせが届いたら、長寿社会課で申請

してください。なお、お知らせが届いてから２年を過ぎると申請ができなくなりますので、早めに手続きしてください。

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険

料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

納
付
証
明
書
を郵

送
し
ま
す

※お詫びと訂正　平成26年11月号広報伊万里に掲載した『平成27年度入園児申し込み受け付けます！』
の記事（７ページ）中下段の表中『託児所こどもの森 Pooh』の電話番号に誤りがありました。ご迷惑
をおかけしましたことをお詫びして、訂正いたします。　【誤】㉕９２１３ →【正】㉕９１２３
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70 歳未満の人の自己負担限度額が変わります
●問合先　長寿社会課医療保険係（ 　☎㉓２１５３）

　国の制度改正に伴い、平成 27 年１月１日から、70 歳未満の高額療養費の自己負担限度額が下記のように変わ

ります。限度額適用・標準負担額減額認定証を持っている人には、12 月下旬までに新しい区分の認定証を送付し

ます（国民健康保険税の未納がある場合、送付されないことがあります）。

高額療養費制度

適用
区分 所得区分 ３回目まで ４回目以降

Ａ

上位所得者

（旧ただし書
き所得【注】
が 600 万円
を超える）

150,000 円

※ 医療費が 500,000
円 を 超 え た 場 合
は、その超えた分
の１㌫を加算する

83,400 円

Ｂ 一　般

80,100 円

※ 医療費が 267,000
円 を 超 え た 場 合
は、その超えた分
の１㌫を加算する

 44,400 円

Ｃ
住民税非課
税世帯

35,400 円  24,600 円

適用
区分 所得区分 ３回目まで ４回目以降

ア
旧ただし書き所
得 が 901 万 円
を超える

252,600 円

※医療費が 842,000 円を超
えた場合は、その超えた
分の１㌫を加算する

140,100 円

イ

旧ただし書き所
得 が 600 万 円
を 超 え 901 万
円以下

167,400 円

※医療費が 558,000 円を超
えた場合は、その超えた
分の１㌫を加算する

  93,000 円

ウ

旧ただし書き所
得 が 210 万 円
を 超 え 600 万
円以下

80,100 円

※医療費が 267,000 円を超
えた場合は、その超えた
分の１㌫を加算する

  44,400 円

エ

旧ただし書き所
得 が 210 万 円
以下（住民税非
課税世帯を除く）

57,600 円   44,400 円

オ
住民税非課税
世帯

35,400 円   24,600 円

【自己負担限度額（月額）】現行 変更後（平成 27 年１月から）

⇒

【注】『旧ただし書き所得』は、基礎控除後の総所
得金額などのこと

　

昭
和
39
年
に
映
画
化
も
さ
れ

た
石
原
裕
次
郎
と
浅
丘
ル
リ
子

の
デ
ュ
エ
ッ
ト
曲
『
夕
陽
の
丘
』

の
一
節
。「
夕
陽
の
丘
の
ふ
も

と
行
く　

バ
ス
の
車
掌
の
襟
ぼ

く
ろ　

わ
か
れ
た
人
に
生
き
写

し　

な
ご
り
が
辛つ

ら

い
た
び
ご
こ

ろ
♪　

…
い
く
つ
か
越
え
た
北

の
町
…
♪
」
と
あ
る
よ
う
に
、

田
舎
道
を
の
ど
か
に
走
る
当
時

の
バ
ス
に
は
、
哀
愁
を
感
じ
る

風
情
が
あ
り
ま
し
た
。

　

マ
イ
カ
ー
が
少
な
か
っ
た
時

代
、
バ
ス
は
移
動
に
欠
か
せ
な

い
乗
り
物
で
、
女
性
の
車
掌
さ

ん
が
乗
務
し
て
い
ま
し
た
。
私

は
高
校
時
代
、
バ
ス
で
デ
コ
ボ

コ
し
た
砂
利
道
に
揺
ら
れ
な
が

ら
、
片
道
１
時
間
か
け
て
通
学

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
も
、
今

と
違
っ
て
、
満
員
で
立
ち
っ
ぱ

な
し
で
す
。『
赤
尾
の
豆
単
』（
英

語
辞
書
）を
片
手
に
英
単
語
を
暗

記
し
な
が
ら
、
車
掌
さ
ん
を
チ

ラ
ッ
と
見
た
り
…
。
バ
ス
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
が
あ
り
ま

す
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
暗

記
し
た
英
単
語
は
忘
れ
て
し
ま

い
、
こ
ん
な
こ
と
な
ら
、
車
掌

さ
ん
だ
け
見
て
お
け
ば
良
か
っ

た
、
と
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
バ
ス
事
業
に
と
っ

て
厳
し
い
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

車
社
会
の
到
来
や
、
少
子
化
で

通
学
生
が
減
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

路
線
バ
ス
は
閑
散
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
平
成
17

年
１
月
、
市
街
地
を
ぐ
る
ぐ
る
回

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
始
め

ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
、
立
花
台

に
住
む
高
齢
者
か
ら
、
買
い
物
や

通
院
で
ま
ち
な
か
に
行
く
に
も

坂
が
あ
っ
て
不
便
だ
か
ら
、
ス

ム
ー
ズ
な
移
動
が
出
来
な
い
か
、

と
い
う
相
談
で
し
た
。
そ
の
こ

ろ
、
路
線
バ
ス
に
は
市
役
所
循
環

線
が
あ
り
ま
し
た
が
、
利
用
者
が

少
な
く
、
赤
字
分
は
市
が
負
担
し

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
な
ら
ば
、
路

線
バ
ス
を
廃
止
し
、
利
用
し
や
す

く
、
買
い
物
や
通
院
に
も
便
利
な

バ
ス
を
運
行
し
よ
う
と
考
え
た

の
が
、『
い
ま
り
ん
バ
ス
（
市
街

地
線
）』
で
す
。
バ
ス
停
も
、
35

か
所
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

い
ま
り
ん
バ
ス
は
人
気
で
、

周
辺
住
民
か
ら
要
望
が
相
次
ぎ
、

今
で
は
郊
外
線
、
地
域
線
と
、

市
内
全
域
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

バ
ス
に
乗
る
と
、
高
い
目
線
か

ら
外
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、

何
よ
り
安
心
感
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ま
り
ん
バ
ス
が
生
ま
れ

て
、
も
う
す
ぐ
10
年
。
乗
客
数

は
、
す
で
に
50
万
人
を
突
破
し

て
い
ま
す
。
た
ま
に
は
、
の
ん

び
り
と
夕
陽
の
丘
を
走
る
バ
ス

に
乗
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

バ
ス 市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 　

塚
部 

芳
和
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　伊萬里まちなか一番館の開館３周年を記念

して、同館で伊万里まちなか鉄道展が開催さ

れました。伊万里を走った蒸気機関車などの

上映や松浦鉄道写真展、鉄道ものまね立川真

司ショーなどがあり、子どもから大人まで多

くの鉄道ファンでにぎわいました。またプレ

イベントとして、ＭＲ伊万里駅とたびら平戸

口駅を往復するスイーツとれいんが運行。紅

茶とこの日限りの限定スイーツが提供され、

車内は楽しそうな笑顔であふれていました。

　　　 伊万里まちなか鉄道展鉄道とスイーツで祝３周年

↓景色とスイーツを楽しみました

まちの話題

みんなの広場

ＭＩＮ

ＨＩＲＯ
みんなの広場
このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事
や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）

 ↓立川さんの鉄道ものまねとトークで会場は笑いの渦に

↑ 大満足の笑顔が満開 ↓

この日限定のスイーツと紅茶

走る鉄道模型は子どもたちに一番人気でした

11.8-911.3

　イマリンビーチや伊万里湾周辺で、多文化交流事業『海

辺と釣りを楽しもう！in黒川町』が開催されました。これは、

市内に在留する外国人の孤立を防ぐために、地域の人々と

交流を深めてもらおうと企画されたもので、中国人７人を

含む 23 人が参加。ビンゴゲームやビーチ散策で打ち解けた

あと、釣りを体験しながら、ふれあいの輪を広げていました。

↑大物の『コノシロ』を釣り上げ、思わず歓声を上げる参加者

　　　多文化交流事業『海辺と釣りを楽しもう！in 黒川町』遠く伊万里の地で広がる『共生』の輪

　大川町コミュニティセンターなどで『やってみゅ〜だ

2014 in 大川町』が開かれました。今年で 25 回目となるこ

のイベントは、ジュニア駅伝大会や焼き肉交流会、地元農産

物の直売など、町民手づくりの催し物が目
め

白
じろ

押しで、約 2,000

人が来場。体育館で実施された『第12回佐賀県玉入れ選手権』

には、市内外から 31 チームが出場し、熱戦が展開されました。

↓全国大会の上位入賞チームも出場した『玉入れ選手権』

　　　 やってみゅ〜だ 2014 in 大川町名物イベントは今年もパワー全開

11.２

11.16
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最
近
よ
く
『
女
性
の
活
躍
推
進
』

と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
。
政

府
は
、『
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
指
導
的
地
位

に
女
性
が
占
め
る
割
合
を
30
％
と

す
る
』
と
の
目
標
を
掲
げ
、
企
業

側
に
女
性
役
員
の
選
任
を
依
頼
し

ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
大
企

業
を
中
心
に
、
女
性
を
役
員
や
管

理
職
に
選
任
し
よ
う
と
す
る
取
り

組
み
が
広
が
り
始
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
に
は
単
な
る
数

値
合
わ
せ
に
な
り
か
ね
な
い
と

い
っ
た
反
発
の
声
も
あ
る
よ
う
で

す
。
そ
う
い
う
反
応
が
出
る
の
は
、

『
多
様
性
を
生
か
す
』
と
い
う
発

想
が
足
り
な
い
か
ら
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　『
多
様
性
を
生
か
す
』
と
は
、

性
別
や
国
籍
に
捉
わ
れ
ず
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
を
尊
重
し
、
組
織
の
強

み
と
す
る
こ
と
で
す
。
同
じ
年
代

の
男
性
ば
か
り
集
ま
っ
て
も
、
新

し
い
ア
イ
デ
ア
は
生
ま
れ
に
く
い

と
思
い
ま
す
。『
多
様
性
』
を
経

営
戦
略
に
掲
げ
る
あ
る
企
業
で

は
、
学
歴
や
年
齢
が
似
通
っ
た
男

性
ば
か
り
の
管
理
職
や
開
発
部
門

に
女
性
を
入
れ
る
こ
と
で
、
乳
幼

児
や
高
齢
者
に
使
い
勝
手
の
良
い

商
品
を
開
発
し
、
経
営
の
再
建
に

成
功
し
て
い
ま
す
。

　
参
考
ま
で
に
、
女
性
の
取
締

役
が
占
め
る
割
合
の
国
際
比
較

（
２
０
１
０
年
）
で
は
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
が
44
％
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

が
21
％
、
ア
メ
リ
カ
が
15
％
、
日

本
は
わ
ず
か
１
・
４
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
労
働
の
場
に
お

い
て
、
男
性
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

が
当
た
り
や
す
い
仕
組
み
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
家

事
分
担
意
識
の
啓
発
や
子
育
て
支

援
制
度
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
女

性
が
活
躍
し
や
す
い
土
壌
を
整
備

す
る
こ
と
で
、
一
人
で
も
多
く
の

女
性
が
能
力
を
発
揮
し
、
男
女
が

と
も
に
輝
く
社
会
と
な
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。

伊
万
里
市
男
女
協
働
参
画
懇
話
会
　
い
ま
り
プ
ラ
ザ

多
様
性
を
生
か
そ
う

〜
男
女
が
と
も
に
活
躍
す
る
社
会
へ
〜

　
11
月
３
日
、
市
民
図
書
館
の

図
書
貸
し
出
し
冊
数
が
累
計
で

１
０
０
０
万
冊
を
突
破
し
、
節
目

の
１
０
０
０
万
冊
目
を
借
り
た
山

﨑
慶
太
さ
ん
（
大
坪
町
）
に
記
念

証
を
塚
部
市
長
が
手
渡
し
ま
し
た
。

ま
た
、
図
書
館
フ
レ
ン
ズ
い
ま
り

か
ら
、
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
山
﨑
さ
ん
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら

市
民
図
書
館
を
利
用
し
、
今
も
受

験
勉
強
の
た
め
に
ほ
ぼ
毎
日
通
っ

て
い
る
と
の
こ
と
。
図
書
は
時
々

借
り
る
程
度
で
、
こ
の
日
は
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
図
書
を
借
り
た

そ
う
で
す
。「
す
ご
い
タ
イ
ミ
ン
グ

で
す
ね
」
と
驚
い
た
様
子
な
が
ら

も
、「
こ
こ
は
、
市
内
外
か
ら
利
用

者
が
訪
れ
、
多
く
の
人
に
愛
さ
れ

て
い
る
図
書
館
で
す
。
書
架
も
工

夫
さ
れ
、
幅
広
い
年
齢
の
人
が
楽

し
め
る
場
所
だ
と
思
い
ま
す
」
と
、

と
も
に
育
っ
た
市
民
図
書
館
の
快

開
館
後
19
年
４
か
月
で
の
快
挙

挙
に
感
慨
深
げ
で
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
１
０
０
０
万
冊
は
、

平
成
７
年
７
月
の
開
館
以
来
、
19

年
４
か
月
で
の
達
成
と
な
り
ま
す
。

市
民
図
書
館
で

貸
出
１
０
０
０
万
冊
達
成

↑達成記念のくす玉を割る山﨑
さん（中）と塚部市長（右）

　
　
　

　
　
史
跡
大
川
内
鍋
島
窯
跡
③ 

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課

　
　
　 

（
☎
㉓
３
１
８
６
）

　
史
跡
大
川
内
鍋
島
窯
跡

　
史
跡
大
川
内
鍋
島
窯か

ま

跡あ
と

は
、

佐
賀
藩
の
初
代
藩
主
・
鍋
島
勝

茂
が
大
川
内
山
に
開
い
た
藩は

ん

窯よ
う

（
藩
が
直
接
経
営
し
て
い
た
窯
）

の
跡
で
、
江
戸
時
代
、
将
軍
へ

の
献
上
や
諸
大
名
な
ど
へ
贈

答
、
あ
る
い
は
佐
賀
城
内
の
調

度
に
用
い
る
た
め
の
磁
器
『
鍋

島
焼
』を
製
作
し
て
い
ま
し
た
。

　
大
川
内
山
は
、
三
方
を
極
め

て
険
し
い
山
々
に
囲
ま
れ
、
当

時
は
、
人
が
出
入
り
で
き
る
道

が
限
ら
れ
た
地
形
で
し
た
。
そ

こ
に
目
を
付
け
た
佐
賀
藩
は
、

17
世
紀
後
半
に
有
田
か
ら
藩
窯

を
移
し
、
窯
で
働
く
陶
工
や
そ

の
家
族
な
ど
も
移
住
さ
せ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
藩
窯
と
外
界
を

つ
な
ぐ
唯
一
の
道
に
番
所
（
監

視
所
）
を
設
け
ま
し
た
。
製
品

だ
け
で
な
く
、
人
の
出
入
り
も

厳
し
く
制
限
し
な
が
ら
、
陶
工

や
そ
の
他
の
人
々
か
ら
、
鍋
島

焼
の
製
作
技
術
が
漏
え
い
し
な

い
よ
う
、
徹
底
的
に
管
理
し
て

い
た
の
で
す
。

　
窯
跡
は
、
史
料
に
見
え
る
遺

構
や
地
形
を
よ
く
残
し
、
登

の
ぼ
り

窯が
ま

跡
や
御お

細さ
い

工く

場ば

跡
、
藩
役
宅
跡

な
ど
が
広
範
囲
に
保
存
さ
れ
て

お
り
、
貴
重
な
文
化
財
と
し
て

平
成
15
年
に
国
史
跡
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

↑藩窯を管理する役人が住んでいた『藩役宅跡』
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留る

す守
頼た

の

み
寒か

ん
と
う
ひ
と

灯
一
つ
点と

も

し
出い

づ

言い

い
す
ぎ
た
る
一

ひ
と
こ
と言

裡う
ち

を
か
き
乱み

だ

す

　
　
　
　

今け

さ朝
は
常つ

ね

よ
り
う
す
く
紅べ

に

引ひ

く

伊
萬
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
會

田
中　

南な
ん
ご
く嶽

馬ま

渡わ
た
り
　

英え
い

子こ

伊
万
里
白
露
短
歌
会

　
11
月
２
日
、立
花
公
民
館
で
『
美

し
い
こ
と
ば
と
豊
か
な
心
を
育
て

る
青
少
年
の
集
い
』
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
第
48
回
伊
万
里
市
子
ど
も

話
し
方
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
各
町
の
子
ど
も
会
を

代
表
し
て
小
学
生
16
人
、
中
学
生

最
優
秀
賞

『
近
く
て
近
い
国
へ
』

　
山
代
町
子
ど
も
会

　
小
島
　
光こ

う

慈じ 

さ
ん

　
　（
山
代
中
３
年
）

『
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

死
か
ら
学
ん
だ
こ
と
』

　
大
坪
地
区
子
ど
も
会

　
中
野
　
み
ち
る 

さ
ん

　
　（
大
坪
小
６
年
）

第48 回伊万里市子ども話し方大会

14
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
家
族
や

部
活
動
、
生
徒
会
活
動
な
ど
身
近

な
も
の
か
ら
、自
然
や
平
和
、伝
統
、

国
際
交
流
、
環
境
・
社
会
問
題
ま

で
幅
広
い
テ
ー
マ
で
、
日
ご
ろ
か

ら
感
じ
て
い
る
自
分
の
考
え
や
思

い
を
力
強
く
発
表
し
ま
し
た
。

優秀賞
『東山代の伝統と共に』
　東山代町子ども会

　石井　若
わか

菜
な

 さん
　（東山代小６年）

優良賞
『伝統を受けつぐ』
　南波多町子ども会

　山下　広
ひろのり

徳 さん
　（南波多小６年）

『大川町と私』
　大川町子ども会

　前田　実
み

咲
さき

 さん
　（大川小６年）

『ぼくと柔道』
　二里町子ども会

　轟
とどろき

木　捷
はや

斗
と

 さん
　（二里小６年）

優秀賞
『私が成長できたこと』
　南波多町子ども会

　山口　愛
まな

未
み

 さん
　（南波多中３年）

優良賞
『生徒会活動に参加して』
　大川内町子ども会

　平山　大
だいさく

作 さん
　（伊万里中３年）

『命について考える
〜スマイル集会を通して〜』

　東山代町子ども会

　緒方　悠
はるか

 さん
　（国見中３年）

『平和について』
　二里町子ども会

　山田　春
はる

華
か

 さん
　（国見中３年）

中学生の部 小学生の部

　
11
月
９
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で

伊
万
里
市
文
化
祭
『
合
同
芸
能
発

表
会
』
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
で

53
回
目
を
迎
え
た
こ
の
発
表
会

は
、
文
化
団
体
間
の
交
流
を
深
め

る
と
と
も
に
、
市
民
の
文
化
の
普

及
と
向
上
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
民
謡
や
舞
踊
、
詩

吟
、
器
楽
な
ど
市
内
の
17
団
体
、

約
３
５
０
人
が
出
演
し
て
、
60
余

り
の
曲
目
を
披
露
。
日
ご
ろ
の
活

動
の
成
果
が
結
実
し
た
渾
身
の
ス

テ
ー
ジ
に
、
訪
れ
た
約
５
０
０
人

の
観
客
か
ら
は
惜
し
み
な
い
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
館
内

で
は
盆
栽
や
生
け
花
、
絵
画
な
ど

が
展
示
さ
れ
、
多
く
の
人
が
足
を

と
め
て
鑑
賞
し
て
い
た
ほ
か
、
合

同
茶
会
な
ど
も
催
さ
れ
る
な
ど
、

来
場
者
は
、
芸
術
文
化
の
秋
を
堪

能
し
ま
し
た
。

　
市
文
化
祭
は
、
10
月
か
ら
３
月

ま
で
開
催
さ
れ
、
書
や
俳
句
、
園

芸
、
郷
土
史
な
ど
の
分
野
で
も
展

示
、
発
表
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

↑
中
山
流
民
舞
芳
松
会
の
『
福
智
山
笠
』

第
53
回
伊
万
里
市
文
化
祭『
合
同
芸
能
発
表
会
』

伝
統
息
づ
く
多
彩
な
演
目
に
感
嘆
の
声
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　市は、食のまちづくり宣言を行い、事業者や皆さんと協働で、『食』を生かしたまちづくりに取り組んでいます。
このコーナーでは、食に関する活動を行っているグループが監修した春夏秋冬のレシピを紹介します。

春夏秋冬 自慢味

● 問合先　男女協働・まちづくり課（ 　☎㉓２１１５）

食育ワンポイント

伊万里のレシピ  No. ９

夢耕房農産加工グループ発行
『黒米料理レシピ』より

みんなで広げよう『食のまちづくりの輪』

子どもも喜ぶ♪ ライスコロッケ

黒米ごはんとチーズの
ボール揚げ

材　料（10個分）
・黒米ごはん（茶わん２膳分）
・とろけるチーズ（50 グラム）
・油（適量）

①黒米ごはんを油でいためる。
②黒米ごはんの中にとろけるチーズを入れ、形を整える。
③薄力粉をまぶし、卵、パン粉の順に付け、きつね色に

揚げる。

【黒米ごはんの炊き方】
☆白米１合に対し、黒米小さじ１の割合で使います。
①白米と黒米は別々に水洗いする。
※黒米は、水で軽くすすぐ程度で洗いすぎない。
②白米と黒米を合わせ、均一になるよう混ぜ合わせる。
③普通の炊飯の要領で炊きあげる（好みで塩味を付けて

もおいしい）。

よみがえった古代米『黒米』は栄養豊富　黒米は、中国南部原産のもち米の一種で、皇帝だけが口にするこ
とができた『高貴な』お米です。古来より神事や祝い事などに使われ、中国では古くから漢方薬として用いられ
ています。また、黒米の栄養価は、白米に比べて、鉄分は４倍、ビタミン B ２ は３倍、食物繊維は５倍も多く含
まれています。伊万里では東山代町川内野地区で栽培され、市内の直売所やスーパーなどで販売されています。

作り方など

・薄力粉（適量）
・卵（１個）
・パン粉（適量）

　
ぼ
く
は
ト
ー
マ
ス
を
見
た
り
、
Ｅ

テ
レ
を
見
て
踊
っ
た
り
す
る
の
が
好

き
な
ん
だ
☆
電
車
や
新
幹
線
、
ブ

ロ
ッ
ク
で
遊
ぶ
の
も
大
好
き
♥
ト
ン

ネ
ル
を
作
っ
て
電
車
を
通
す
ん
だ
♬

一
番
の
お
気
に
入
り
は
新
幹
線
『
さ

く
ら
』
♪
最
高
に
か
っ
こ
い
い
よ

(^^)

 浅
あさ

利
り

 尚
なお

輝
き

 さん

　
明
る
く
活
発
で
好
奇
心
旺お
う
せ
い盛

な
尚

輝
く
ん
★
最
近
少
し
ず
つ
言
葉
が
増

え
て
き
た
ね
♡
た
く
さ
ん
お
話
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
が
楽
し
み
だ
ね
♥

★昌
まさひろ

弘・恵
え み

美さんの長男

★新天町

(　  )２歳岩﨑 円
ま ど か

花さん

★
勤
務
先
は
　
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ

イ
同
和
損
保
に
勤
務
し
、
４
年

目
に
な
り
ま
す
☆
保
険
は
目
に

見
え
な
い
商
品
で
複
雑
な
の
で
、

見
積
も
り
支
援
は
特
に
慎
重
に

し
て
い
ま
す
♠
商
品
の
説
明
は

相
手
に
正
し
く
伝
わ
る
よ
う
、

常
に
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
工

夫
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
★

★
好
き
な
食
べ
物
は
　
ピ
ザ
と
ス

テ
ー
キ
♬

★
休
日
は
　
福
岡
へ
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
や
カ
フ
ェ
巡
り
、
占
い
に

(^^)

★
趣
味
は
　
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
や
韓
流
、

ロ
ッ
ク
の
コ
ン
サ
ー
ト
♪

★
好
き
な
男
性
の
タ
イ
プ
は

　
自
分
の
考
え
を
は
っ
き
り
言
う

人
♡
嵐
の
松
本
潤
く
ん
♥

★福　野

★やぎ座・Ｏ型

(25 歳)
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７日（日）
● 名村カップ伊万里ジュニア駅伝大会
　午前９時開会　国見台陸上競技場
14 日（日）
● 高等学校弓道奨励射会
　午前９時開会　国見台弓道場
21 日（日）
● 市卓球選手権大会
　午前９時開会　国見台体育館
27 日（土）、28 日（日）
● 近県高校生バスケットボール

伊万里大会
　午前８時 30 分開会　

伊万里農林高校ほか

12 月の市民スポーツ

１日（月）
● 山代町山之寺歩け歩け大会
　午前８時開会　山代公民館～山之寺
７日（日）
● 波多津町親子卓球大会
　午前８時 30 分開会　青嶺中学校
● 波多津町内一周子ども駅伝大会
　午後１時 30 分開会　波多津町内
14 日（日）
● 二里町民卓球大会
　午前８時 30 分開会　国見台体育館
21 日（日）
● ＪＡ伊万里『フルーツの里』

ロードレース大会
　午前８時 30 分開会　

伊万里ふるさと村周辺
１月１日（木・祝）
● 牧島地区新春歩こう会
　午前８時開会　牧島地区内
● 東山代町新春走ろう歩こう会
　午前８時開会　東山代町内

12 月の町民スポーツ　　　　　　　　　　　　　　　　　　第37回市長旗争奪伊万里地区高等学校野球秋季大会

伊万里商業高校が４年ぶりに優勝を飾る！

　
10
月
31
日
か
ら
11
月
２
日

ま
で
、
国
見
台
野
球
場
で
市

長
旗
争
奪
伊
万
里
地
区
高
等

学
校
野
球
秋
季
大
会
が
開
催

さ
れ
、
伊
西
地
区
５
校
に
よ

る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
白
熱

し
た
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

　
２
日
に
行
わ
れ
た
決
勝
戦

は
、
伊
万
里
商
業
高
校
と
伊

万
里
高
校
が
対
戦
。
両
チ
ー

ム
と
も
に
無
得
点
で
迎
え
た

５
回
表
、
伊
万
里
商
業
高
校

は
一
死
満
塁
の
チ
ャ
ン
ス
を

作
る
と
、
３
番
・
平
島
の
中

安
打
に
続
い
て
、
４
番
・
米

田
も
二
塁
打
を
放
つ
な
ど
、

打
者
一
巡
の
猛
攻
で
一
挙
６

点
を
奪
取
。
そ
の
後
は
、
伊

万
里
高
校
の
強
力
打
線
を
わ

ず
か
１
点
に
抑
え
、
７
対
１

で
勝
利
し
、
４
年
ぶ
り
と
な

る
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

《
大
会
成
績
》
※
上
位
成
績
の
み

▽
優
　
勝  

伊
万
里
商
業
高
校

▽
準
優
勝  

伊
万
里
高
校

↑優勝を果たし、笑顔でガッツポーズをする伊万里商業高校野球部

↑５回表の攻撃、均衡を破る先制打を放
つ伊万里商業高校の３番・平島選手

↑投打に活躍した伊万里商
業高校の先発・米田投手

※お詫びと訂正　平成26年11月号広報伊万里に掲載した『第46回市小学校陸上運動大会』の記事、
19 ページ左上の成績表の氏名に誤りがありました。ご迷惑をおかけしましたことをお詫びして、
訂正いたします。　【誤】橋口 美音さん　→【正】樋口 美音さん

第６回伊万里ケーブル
テレビジョン旗少年野球大会

● 期  日  10 月 25 日（土）、
11 月１日（土）、２日（日）

● 場  所  国見台野球場

【大会成績】※上位成績のみ
▷優　勝　立花少年野球
▷準優勝　波多津少年野球

↑堅守巧打で、２年ぶりの優勝を果たし
た立花少年野球

【
大
会
成
績
】
※
上
位
成
績
の
み

《
女
子
の
部
》

▽
優
　
勝
　
大
川
ク
ラ
ブ（
大
川
町
）

▽
準
優
勝
　
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ

（
黒
川
町
）

【
市
内
の
学
校
の
上
位
成
績
】

《
男
　
子
》

▽
準
優
勝
　
国
見
中
学
校
Ａ

▽
３
　
位
　
山
代
中
学
校
Ｂ

《
女
　
子
》

▽
３
　
位
　
啓
成
中
学
校

　
　
　
　
　
伊
万
里
中
学
校
Ａ

伊
西
地
区
中
学
生
新
人

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

● 

期  

日  

11
月
２
日
（
日
）

● 

場  

所  

国
見
台
庭
球
場

第
30
回
会
長
杯
争
奪

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
秋
季
大
会

● 

期  

日  

11
月
３
日
（
月
・
祝
）

● 

場  

所  

国
見
台
体
育
館

第
22
回
環
境
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

● 

期  

日  

11
月
８
日
（
土
）

● 

場  

所  

国
見
台
陸
上
競
技
場
・

球
技
場

【
市
内
選
手
の
上
位
成
績
】

《
総
合
優
勝
》

　
横
田
　
徳
雄
（
深
山
ク
ラ
ブ
）

《
Ａ
グ
ル
ー
プ
》

▽
１
　
位  

横
田
　
徳
雄

（
深
山
ク
ラ
ブ
）

▽
３
　
位  

成
富
　
弘
司

（
大
川
内
体
協
ク
ラ
ブ
）

《
Ｂ
グ
ル
ー
プ
》

▽
３
　
位  

東
　
　
笑
子

（
あ
さ
ひ
が
丘
）

《
Ｃ
グ
ル
ー
プ
》

▽
１
　
位  

古
賀
　
健
一（
黒
塩
会
）

▽
２
　
位  

谷
口
レ
イ
子

（
城
山
ク
ラ
ブ
）

▽
３
　
位  

岩
橋
啓
一
郎

（
郵
政
退
職
者
）
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２
位
　
内
野
加
那
子
　

　
３
分
４
秒
89

▽
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
　

　
３
位
　
伊
万
里
市
Ａ
　
52
秒
14

▽
走
り
高
跳
び

　
１
位
　
馬
場
　
美
里
　
１
㍍
50

▽
砲
丸
投
げ
　

　
３
位
　
原
　
　
里
衣
　
９
㍍
35

●

一
般
男
子
　
優
　
勝
（
市
の
部
）

●

一
般
男
子
　
準
優
勝
（
全
市
町
）

●

一
般
女
子
　
準
優
勝
（
全
市
町
）

●

一
般
男
子
　
優
　
勝
（
市
の
部
）

●

一
般
女
子
　
準
優
勝
（
市
の
部
）

●

一
般
男
女
　
準
優
勝
（
全
市
町
）

●

一
般
女
子
（
伊
万
里
市
Ａ
）　

　
３ 

位
（
全
市
町
）

●

一
般
男
子
　
準
優
勝
（
全
市
町
）

●

一
般
男
子
Ａ  

３ 

位（
市
の
部
）

●

一
般
男
子
Ｂ  

３ 

位（
市
の
部
）

●

一
般
男
女
混
成
　

準
優
勝
（
全
市
町
）

●

一
般
男
子
（
伊
万
里
市
Ａ
）　

準
優
勝
（
全
市
町
）

●

一
般
男
子  

準
優
勝
（
市
の
部
）

▽
29
歳
以
下 

50
㍍
背
泳
ぎ

　
１
位
　
宮
地
耕
太
郎
　
27
秒
85

▽
30
〜
39
歳 

25
㍍
背
泳
ぎ
　

　
１
位
　
犬
塚
　
雅
士
　
13
秒
82

▽
30
〜
39
歳 

25
㍍
平
泳
ぎ
　

　
２
位
　
仁
戸
田
匡
史
　
15
秒
58

▽
30
〜
39
歳 

25
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ

　
２
位
　
岡
部
　
皓
介
　
13
秒
01

▽
40
〜
49
歳 

25
㍍
自
由
形

　
１
位
　
河
田
　
純
　
11
秒
65
新

▽
40
〜
49
歳 

25
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ

　
２
位
　
河
田
　
純
　
　
12
秒
90

▽
共
通
２
０
０
㍍
リ
レ
ー
　

　
２
位
　
１
分
42
秒
89

▽
共
通
１
０
０
㍍
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

　
２
位
　
52
秒
04

●

一
般
女
子  
準
優
勝
（
市
の
部
）

▽
29
歳
以
下 
25
㍍
自
由
形

　
１
位
　
脇
山
ま
り
も
　
13
秒
14

▽
29
歳
以
下 

25
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ

　
１
位
　
脇
山
ま
り
も
　
13
秒
65

▽
30
〜
39
歳 

25
㍍
自
由
形

　
３
位
　
濱
田
　
環
　
　
14
秒
91

▽
30
〜
39
歳 

25
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ

　
１
位
　
濱
田
　
環
　
　
14
秒
78

▽
50
〜
59
歳 

25
㍍
自
由
形

　
２
位
　
岡
本  

展
代
　 

16
秒
93

▽
50
〜
59
歳 

25
㍍
平
泳
ぎ

　
１
位
　
岡
本  

展
代 

20
秒
25
新

▽
共
通
１
０
０
㍍
リ
レ
ー
　

　
３
位
　
１
分
０
秒
81

▽
共
通
１
０
０
㍍
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

　
３
位
　
１
分
９
秒
13

●

一
般
男
子  

準
優
勝
（
市
の
部
）

▽
18
〜
29
歳 

１
０
０
㍍
　

　
１
位
　
中
川
　
郁
哉
　
10
秒
98

▽
30
〜
39
歳 

１
０
０
㍍
　

　
３
位
　
仁
部
　
智
之
　
11
秒
96

▽
40
〜
49
歳 

１
０
０
㍍
　

　
１
位
　
上
田
　
淳
嗣
　
12
秒
26

▽
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
　

　
１
位
　
伊
万
里
市
Ａ
　
47
秒
72

▽
30
〜
39
歳 

砲
丸
投
げ
　

　
１
位
　
中
尾
　
暢
介
　
12
㍍
01

▽
40
〜
49
歳 

砲
丸
投
げ
　

　
１
位
　
尾
崎
　
隆
之
　
13
㍍
59

　
２
位
　
堀
田
　
宏
介
　
12
㍍
87

●

一
般
女
子  

優
　
勝
（
市
の
部
）

▽
１
０
０
㍍
　

　
３
位
　
山
本
　
彩
加
　
13
秒
27

▽
１
０
０
０
㍍
　

第
67
回
県
民
体
育
大
会

伊
万
里
市
は
３
年
連
続
で
総
合
３
位
に
！

　
10
月
25
日
、26
日
の
２
日
間
、武
雄
市
や
鹿
島
市
な
ど
で
『
第

67
回
県
民
体
育
大
会
』
が
開
催
さ
れ
、
伊
万
里
市
は
総
合
成
績

で
第
３
位（
市
の
部
）に
輝
き
ま
し
た
。
な
お
、市
の
選
手
・
チ
ー

ム
の
上
位
成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

水
　
泳

陸
上
競
技

サ
ッ
カ
ー

テ
ニ
ス

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

卓
　
球

相
　
撲

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

弓
　
道

剣
　
道

【
市
内
チ
ー
ム
の
上
位
成
績
】

《
Ｂ
グ
ル
ー
プ
》

▽
３
　
位
　
さ
わ
や
か
伊
万
里
Ｂ

第
２
回
秘
窯
の
里
伊
万
里

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会

● 

期
　
日
　
11
月
２
日
（
日
）

● 

場
　
所
　
国
見
台
体
育
館

伊
西
地
区

中
学
新
人
卓
球
大
会

● 

期
　
日
　
11
月
９
日
（
日
）

● 

場
　
所
　
国
見
台
体
育
館

【
市
内
の
学
校
・
選
手
の
上
位
成
績
】

《
男
子
団
体
》　

▽
優
　
勝
　
国
見
中
学
校

▽
準
優
勝
　
伊
万
里
中
学
校

《
１
年
男
子
個
人
》

▽
優
　
勝
　
松
本
怜
士
（
滝
　
野
）

▽
準
優
勝
　
森
　
航
希
（
啓
　
成
）

▽
３
　
位
　
加
賀
良
涼
太（
滝  

野
）

《
２
年
男
子
個
人
》

▽
優
　
勝
　
岩
永
颯
太
（
伊
万
里
）

▽
準
優
勝
　
山
口
諒
真
（
滝
　
野
）

▽
３
　
位
　
原
　
隼
也
（
啓
　
成
）

《
女
子
団
体
》　

▽
優
　
勝
　
南
波
多
中
学
校

▽
準
優
勝
　
国
見
中
学
校

▽
３
　
位
　
啓
成
中
学
校

《
１
年
女
子
個
人
》

▽
準
優
勝
　
出
雲
千
尋
（
伊
万
里
）

▽
３
　
位
　
古
賀
千
尋
（
南
波
多
）

　
　
　
　
　
田
中
春
香
（
国
　
見
）

《
２
年
女
子
個
人
》

▽
優
　
勝
　
古
賀
咲
也
香（
南
波
多
）

▽
準
優
勝
　
井
手
海
奈
（
南
波
多
）

▽
３
　
位
　
前
田
春
香
（
南
波
多
）

　
　
　
　
　
浦
川
晴
香
（
国
　
見
）

↑力強いスマッシュで果敢に攻める樋口選手

【
市
内
の
学
校
の
上
位
成
績
】

▽
準
優
勝
　
南
波
多
中
学
校

▽
３
　
位
　
伊
万
里
中
学
校

　
　
　
　
　
国
見
中
学
校

第
８
回
古
伊
万
里
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
旗
争
奪
中
学
生
野
球
大
会

● 

期  

日  

11
月
15
日
（
土
）、

16
日
（
日
）

● 

場  

所  

国
見
台
野
球
場
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チャンネルチャンネル

お知らせコーナー

で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

●

問
合
先
・
相
談
窓
口
　

　
Ｊ
Ａ
伊
万
里
金
融
課
（
☎
㉓

５
５
５
６
）、
日
本
政
策
金
融
公

庫
（
☎
０
９
５
２
㉗
４
１
２
０
）、

伊
万
里
農
林
事
務
所
西
松
浦
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
（
☎
㉓

５
１
２
８
）、市
農
業
振
興
課
（
　

☎
㉓
２
５
５
７
）

◆
狩
猟
免
許
取
得
補
助
制
度

●

対
象
者
　
平
成
26
年
４
月
１
日

　
現
在
で
65
歳
以
下
の
人

●

補
助
対
象
経
費
　

　
狩
猟
免
許
の
取
得
費
用
な
ど
の

全
額
（
上
限
５
万
円
）

●

申
請
期
限
　

　
平
成
27
年
１
月
13
日
（
火
）

●

申
請
・
問
合
先
　
農
業
振
興
課
営

　
農
流
通
係
（
　
☎
㉓
２
５
５
７
）

◆
狩
猟
免
許
試
験

●

試
験
日
・
試
験
会
場

　
平
成
27
年
１
月
25
日（
日
）佐
賀
市

●

申
込
期
限

　
試
験
日
の
３
週
間
前
ま
で

●

申
込
・
問
合
先
　
伊
万
里
市
猟
友

　
会
（
☎
㉓
８
８
３
７
）

　
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は
、

『
人
権
週
間
』
で
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
人
権
意
識
を
高
め
る
取
り
組

み
の
一
つ
と
し
て
、
小
・
中
学
生

の
人
権
・
同
和
教
育
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

●

展
示
場
所
・
期
間
　

▽
市
役
所
（
市
民
ロ
ビ
ー
）

　
12
月
４
日
（
木
）
〜
10
日
（
水
）

▽
市
民
図
書
館

　
12
月
12
日
（
金
）
〜
18
日
（
木
）

●

問
合
先
　

　
生
涯
学
習
課
人
権
・ 

同
和
教
育

係
（
　
☎
㉓
３
１
８
６
）

　
機
械
や
家
畜
の
導
入
、
農
地
取

得
な
ど
、
農
業
者
の
経
営
を
応
援

す
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
資
金
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
資
金
の
種
類

に
よ
り
、
借
入
れ
の
要
件
が
異

な
っ
た
り
、
他
に
も
状
況
に
よ
り

利
用
で
き
る
資
金
が
あ
り
ま
す
の

お
知
ら
せ

　子育ての悩みや相談を受け付けています。
ひとりで悩まずに、気軽に相談してください。
①つくしんぼランド（要申込）
　就園前の乳幼児とその保護者が集い、　

歌や簡単な製作などを行います。
　日　時　12 月 17 日（水）
　　　　　午前 10 時～正午
　場　所　市民図書館
②お誕生会（要申込）
　12 月生まれの乳幼児とその保護者
　日　時　12 月 24 日（水）
　　　　　午前 11 時～ 11 時 45 分
　場　所　子育て支援センターぽっぽ
● 申込・問合先
　子育て支援センターぽっぽ

（　 ☎㉓５１９７）

子育て支援センターに
            遊びにきませんか

人
権
・
同
和
教
育
作
品
展

（

小
・

中

学

生

）

狩
猟
免
許
（
わ
な
猟
）
の

新
規
取
得
者
を
支
援

◇◆ 低利で利用できる主な農業制度資金 ◆◇

資金名 貸付対象者

貸付対象事業

貸付利率（％）

H26.10.21
現在

貸付限度額

農
地
取
得

施
設
・
農
機
具
の
購
入

家
畜
の
導
入
・
育
成

長
期
運
転
・
経
営
資
金

負
債
の
整
理
・
借
り
換
え

農業近代化資金

認定農業者 ○ ○ ○ 0.35～0.75

15 個人 1,800万円
法人 ２億円集落営農組織 ○ ○ ○

0.90
主農業経営者

（※ 1） ○ ○

農業経営基盤強
化資金（L 資金） 認定農業者 ○ ○ ○ ○ ○ 0.35～0.90

（※ 2） 25 個人３億円
法人 10億円

農業改良資金 エコファーマー
など ○ ○ ○ 無利子 12 個人 5,000万円

法人１億5,000万円

青年等就農資金 認定新規就農者 ○ ○ ○ 無利子 12 3,700万円

( ※ 1) 農業所得が総所得の過半数または農業粗収入（売り上げ）が 200 万円以上の農業者
( ※ 2) 一定の条件を満たせば、貸し付けから当初５年間は無利子となる場合あり

償
還
期
間
（
年
以
内
）

活
用
し
て
く
だ
さ
い

『
農
業
制
度
資
金
』

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

月額基本料金がおトクに！

電話番号や電話機はそのままなのに…

好評受付中!!
年間3,240円おトク!

［月額270円×12ヶ月］

※伊万里ケーブルテレビエリアにお住まいでFTTH整備地区に限ります。※表記金額は、全て税抜価格です。消費税は別途請
求させていただきます。　※1 住宅用1、2級取扱局のプッシュ回線用料金。NTT東日本・NTT西日本の＠ビリング、Myビリング
の場合、110円/月が減額されます（お客様のご利用の回線種別・取扱局によっては対象外となります）。
※2 別途ユニバーサルサービス料として、1契約番号あたり月額3円を請求させていただきます。※ケーブルプラス電話にご加
入の際は、別途工事費がかかる場合があります。
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チャンネル

お知らせコーナー

●

募
集
品
目

▽
伊
万
里
産
の
農
林
水
産
物

▽
市
内
で
製
造
し
た
品
ま
た
は
加

工
品

▽
有
価
証
券
（
市
内
で
使
用
で
き

る
も
の
に
限
る
）

※
応
募
条
件
や
価
格
（
契
約
額
）

な
ど
の
詳
し
い
内
容
は
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●

応
募
方
法
　
観
光
課
に
備
え
付

　
け
の
申
込
書
を
郵
送
ま
た
は
直

接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●

募
集
期
限
　
12
月
25
日
（
木
）

当
日
消
印
有
効

●

応
募
・
問
合
先
　

　
観
光
課
伊
万
里
ブ
ラ
ン
ド
係
内

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
特
典
商
品

選
定
委
員
会
事
務
局

（
　
☎
㉓
２
１
１
０
）

　
身
近
な
独
身
者
（
親
類
や
同
僚

な
ど
）
の
婚
活
を
支
援
し
た
い
人

に
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授
し
ま
す
。

●

日
　
時
　
12
月
20
日
（
土
）

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容
　

▽
テ
ー
マ
　
最
近
の
結
婚
事
情
と

独
身
者
の
結
婚
観
（
女
性
編
）

▽
講
　
師
　
羽は

ね

林ば
や
し　
由ゆ

鶴ず

さ
ん

●

ご
み
の
持
ち
込
み
が
で
き
な
い
日

　
12
月
14
日
（
日
）、
21
日
（
日
）、

28
日
（
日
）、１
月
１
日
（
木
・
祝
）

〜
４
日
（
日
）

●

問
合
先
　

　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
５
）

　
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
の
特
典
（
返
礼
品
）
を
平
成
27

年
４
月
か
ら
一
新
す
る
た
め
、
そ

の
商
品
を
募
集
し
ま
す
。

　
環
境
セ
ン
タ
ー
は
、
年
末
12
月

31
日
ま
で
開
所
し
て
い
ま
す
が
、

12
月
下
旬
は
ご
み
の
搬
入
車
両
が

多
く
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

家
庭
ご
み
は
、
早
め
に
搬
入
し
て

く
だ
さ
い
。

●

受
付
時
間
　

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

※
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
き
ま
す
。

●

ご
み
の
手
数
料
　

▽
１
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で２

５
０
円

▽
以
後
、
50
キ
ロ
グ
ラ
ム
ご
と

１
２
５
円
加
算

※
小
銭
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

伊万里スポーツ
Ｇｏ！Ｇｏ！

スポーツはチカラ。健康はタカラ。

★
★

★
★

体力づくり豆知識

● 問合先  体育保健課（☎㉓３１８７）

〜若い人から高齢者まで簡単にできる
関節のリラクゼーション〜

《腕と手指の運動》
①右腕を前に伸ばして、手を大きく開きます。

このとき、左腕は、体の横に引きつけてグー
の形に握ります。

②左腕を伸ばして①と逆の動作を行います。
③上記①と②を交互に３回繰り返します。

《肩の運動》
①息を吸いながら両肩を上げ、息を吐きなが

ら両肩を下ろします（この運動を３回繰り
返します）。

②次に、息を吸ったり吐いたりしながら、肩
を前回しで３回、後ろ回しで３回行います。

ぼ
し
ゅ
う

　（
１
０
３
㌔
の
恋
愛
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

●

対
象
者
　
市
内
在
住
か
在
勤
の

　
20
歳
以
上
の
人
（
独
身
者
も
可
）

●

参
加
料
　
無
　
料

●

募
集
人
数
　

　
30
人
程
度
（
先
着
順
）

●

応
募
方
法
　

　
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

●

募
集
期
限
　

　
開
催
日
の
前
日
ま
で

◆
次
回
は
、
平
成
27
年
１
月
18
日
の

予
定
で
す
。

●

応
募
・
問
合
先
　
婚
活
応
援
課
内

　
市
婚
活
応
援
推
進
協
議
会

（
　
☎
㉓
２
９
５
０
）

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　d
eai@

city.im
ari.saga.jp

環
境
セ
ン
タ
ー
へ
の
年
末
の

ご
み
搬
入
は
お
早
め
に

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

特
典
商
品
（
返
礼
品
）

冬の交通安全県民運動
     期間：12 月 15 日（月）〜24 日（水）
　　１. 子どもと高齢者の交通事故防止
　　２. 早めのライト点灯による夜間の交通事故
　　　  防止
　　３. 飲酒運転の根絶
　　４. 追突事故の防止

　☆市内の交通事故発生状況〔11 月９日現在〕
　　　　　　　　　　　　   前年同期比
　 ・人身事故　　　375 件  （− 15 件）
　 ・死　　者　　　    3 人  （＋   2 人）
　 ・傷　　者　　　491 人  （− 19 人）

運
動
の
重
点

婚
活
支
援
者
向
け
講
座

（

第

２

回

）

設置しましょう。住宅用火災警報器（伊万里・有田消防本部予防課 ☎ ㉓２１１８）

202

二里
小学校

ホンダ
さん

トヨタ
さん

至
佐
世
保
↓

至 有田→

↑
至
唐
津

↑
至
唐
津

ワンダーランド
さん

いすゞ
さん

展示場
ココ
展示場
ココ

二里
公民館

（株）エコライフ・ニブ
伊万里市二里町大里336-8

二里公民館横
☎（0955）20-4188

30万～30万～
1kw1kw

電気を発電し使用したり、
売電も利用します。
電気を発電し使用したり、
売電も利用します。

これからは全ての電気を無駄なくサイクルさせる時代
12月13日（土）はエコライフミニフェア開催！料理講習実演12月13日（土）はエコライフミニフェア開催！料理講習実演

太陽光発電 エコキュート EVコンディショナ床暖房IHヒーター

補助金 燃料系
ゼロ

燃料系
ゼロ 補助金大特価

足の裏から暖かさが伝わる
理想的な暖房。
足の裏から暖かさが伝わる
理想的な暖房。
（6～8帖で約40万から）（6～8帖で約40万から）

使わない時は電気自動車の
電気をお家で使用したり、
太陽光との連動可能。

使わない時は電気自動車の
電気をお家で使用したり、
太陽光との連動可能。

空気と電気の
力でお湯を
沸かせます。

空気と電気の
力でお湯を
沸かせます。

火を使わない安心の調理器

フェア
予告

定価¥213,000（＋税）定価¥213,000（＋税）

¥88,000
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チャンネル

お知らせコーナー
チャンネル

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

午
後
２
時
〜
４
時

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容
　
講
　
演

▽
演
　
題
　『
今
求
め
ら
れ
る
夫
婦

　
力
！
　
ガ
チ
で
話
そ
う
、
パ
パ

ト
ー
ー
ー
ク
』

▽
講
　
師
　
渡
辺
　
大
地
さ
ん

（『
産
後
が
始
ま
っ
た
！
』
著
者
）

●

対
象
者
　
だ
れ
で
も
参
加
可

●

参
加
料
　
無
　
料

●

募
集
人
数
　
80
人
（
先
着
順
）

●

応
募
方
法  

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

　
で
、
氏
名
と
電
話
番
号
を
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

●

募
集
期
限  

開
催
日
の
前
日
ま
で

●

応
募
・
問
合
先  

伊
万
里
子
育
て

　
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

育
ピ
ー
ス

（
☎
０
９
０
‐
７
５
８
０
‐
１
５
９
１
）

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　h
u
gp

eace@
gm

ail.co
m

電
話
番
号
、
返
信
表
面
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●

募
集
期
限
　
12
月
31
日
（
水
）

●

応
募
先
　
〒
８
４
０
‐
０
８
２
６

　
佐
賀
市
白
山
２
丁
目
１
番
12
号

佐
賀
市
市
民
活
動
プ
ラ
ザ
　

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
１
１
９
番

●

問
合
先
　

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
佐
賀

（
☎
０
８
０
‐
２
７
３
６
‐
２
２
１
８
）

※
電
話
受
付
時
間
は
、
月
〜
金
曜

の
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
で
す
。

　
男
性
の
立
場
か
ら
、
産
後
の
準

備
や
、
よ
り
よ
い
夫
婦
関
係
の
築

き
方
を
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。

●

日
　
時
　
12
月
23
日
（
火
・
祝
）

●

対
象
者
　
市
内
ま
た
は
市
近
郊

　
に
住
む
男
性

●

日
　
程
（
全
８
回
）　

　
平
成
27
年
１
月
20
日
（
火
）、

27
日
（
火
）、
２
月
３
日
（
火
）、

10
日
（
火
）、
17
日
（
火
）、
24
日

（
火
）、３
月
３
日
（
火
）、10
日
（
火
）

※
い
ず
れ
も
、
午
後
６
時
〜
８
時

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

受
講
料
　
５
０
０
０
円
（
別
途
、

　
材
料
費
６
０
０
０
円
が
必
要
）

●

募
集
人
数  

30
人
程
度（
先
着
順
）

●

応
募
方
法  

電
　
話

●

募
集
期
限
　

　
平
成
27
年
１
月
９
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先
　
市
民
セ
ン
タ
ー

（
　
☎
㉒
３
９
１
１
）

　
食
の
ま
ち
づ
く
り
宣
言
10
周
年

を
記
念
し
、
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

●

募
集
内
容
　『
食
』
に
ま
つ
わ
る

　
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
題
材
に
し

た
川
柳

※
自
作
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

※
作
品
に
は
、
必
ず
ふ
り
が
な
を

ふ
っ
て
く
だ
さ
い
。

●

応
募
資
格
　
だ
れ
で
も
応
募
可

●

応
募
点
数
　
１
人
３
点
ま
で

●

応
募
方
法
　
郵
便
は
が
き
、
も

　
し
く
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は

メ
ー
ル
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●

募
集
期
限  

平
成
27
年
１
月
26
日

　（
月
）
当
日
消
印
有
効

●

そ
の
他
　
入
賞
者
に
は
、
伊
万

　
里
の
特
産
物
を
進
呈
し
ま
す
。

●

応
募
・
問
合
先
　
男
女
協
働
・
ま

　
ち
づ
く
り
課
内 

食
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
委
員
会
事
務
局

（
〒
８
４
８
‐
８
５
０
１ 

伊
万
里

市
立
花
町
１
３
５
５
番
地
１
、　

☎
㉓
２
１
１
５
、　
㉒
７
２
１
３
）

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　d
a
n
jo

-m
a
ch

izu
ku

ri@
city.

im
ari.lg.jp

●

日
　
時
　
平
成
27
年
２
月
３
日

　（
火
）
〜
５
日
（
木
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

●

場
　
所
　
伊
万
里
ケ
ー
ブ
ル
テ

　
レ
ビ
ジ
ョ
ン
㈱

●

受
講
料
　
無  

料
（
別
途
、
テ
キ

　
ス
ト
代
１
０
０
０
円
が
必
要
）

●

募
集
人
員
　
18
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

●

応
募
方
法
　
往
復
は
が
き
の
往

　
信
裏
面
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

♥
♥

● 日　時　12 月 21 日（日）
▷女子力アップセミナー　午後１時～２時
▷散策イベント　午後２時～９時 30 分
※集合場所などの詳しい内容は、後日参

加者のみに案内します。
● 参加費　無　料
※別途、夕食代 3,500 円が必要です。
● 募集人数　男女各 20 人
※申込多数の場合は抽選
※講座のみ参加可（10 人程度、無料）
● 対象者　市内在住もしくは在勤、ま

たは結婚を機に市内に住む意思があ
る 20 歳以上の独身の人

● 応募方法　メールまたは電話
● 募集期限　12 月 10 日（水）
● 応募・問合先　婚活応援課内  市婚活

応援推進協議会（　 ☎㉓２９５０）
※メールアドレス
　 deai@city.imari.saga.jp

♥♥婚活イベントのお知らせ
光の X'mas ☆ハウステンボス散策

＆女子力アップセミナー

ぼ
し
ゅ
う

カ
ル
チ
ャ
ー
講
座

『
男
の
料
理
教
室
』受
講
者

初

心

者

向

け

パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座

男
性
の
子
育
て
支
援

講

演

会

『
食
』
に
ま
つ
わ
る
川
柳

FAX
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お知らせコーナー
チャンネル

広報伊万里への企業広告のお申し込みは、株式会社 三光までお願いします（☎㉓５８０８）

相談窓口名 開設日 開設時間 開設場所 問合先
法律相談
※要予約

第２・４水曜日
（10 日・24 日）                                      

午前10時～
午後３時

市民相談
コーナー

情報広報課
市民サービ
ス係
㉓２１３３

司法書士相談
※要予約

第１木曜日
（４日）

午前10時～
正午

公証人相談
※要予約

第３木曜日
（18 日）

午前10時～
午後３時

人権相談 第１・3 火曜日
（２日・16 日）

午前10時～
正午

消費生活相談 毎週月～金曜日
※祝日は除く

午前10時～
午後４時
※正午～午後

１時を除く

行政相談 第３金曜日
（19 日）

午前９時～
正午

不動産相談 第２木曜日
（11 日）

午前10時～
午後３時

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※要予約

毎週金曜日
※祝日は除く

午前９時～
午後４時 税務課 税務課

㉓２１５２

年金相談
※要予約

毎週金曜日
※祝日は除く

午前９時 30 分
～午後３時 30 分 面接室

唐津年金
事務所

０９５５
５１６１

身障者相談 第４木曜日
（25 日）

午前10時～
午後３時 面接室 福祉課

社会福祉係
㉓２１５６心の健康相談 毎週月・火・木・

金曜日
午前９時～
午後３時 30 分

福祉課
社会福祉係

12 月の行事 12 月の市民相談

● 女性相談　相談電話番号☎㉒６７６３
▷毎週月・水曜日　午前 ９ 時～午後４時（面接相談は要予約）

　公的機関を名乗って、「あなたの個人情報が流出しているので削除し
てあげる」などと持ちかけ、最終的に商品を購入させたり、お金をだ
まし取る手口の詐欺が発生しています。公的機関がそのような電話を
することはありません。不審な電話が掛かってきたときは、相手にせず、
市役所や消費生活センターに相談してください。
● 問合先　市消費生活センター（☎㉓２１３６）
              情報広報課市民サービス係（☎㉓２１３３）

『個人情報の削除』を持ちかける詐欺に注意

家庭で
  できる！

今月の省エネと
　　　地球温暖化対策

電気カーペットは、部屋の広さに合ったものを
　室温 20℃のとき、電気カーペットを設定温度『中』の状態で１日５
時間使用した場合、３畳用と２畳用を比較すると、２畳用は、
　年間で、電気 89.91kWh（約 1,980 円）の節約、二酸化炭素
31.5kg の削減になります。
　また、電気カーペットを部分的に温める機能があれば、人がいる個所
だけ温めるようにしましょう。

■ 参考 : 省エネルギーセンターのホームページ　http://www.eccj.or.jp/

● 問合先　
　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

72

一人で悩まず
ご相談ください

● ハートフルフォーラム 2014ｉｎ伊万里
　２日（火）午後１時 30 分開演

（☎㉓２１９０）
● 市民音楽祭
　７日（日）午後０時 50 分開演

（☎㉒１２６２）
● 市老人クラブ連合会芸能交流会
　10 日（水）午前９時 30 分開演

（☎㉓２１５５）
● 市教育研究大会
　25 日（木）午後１時 15 分開演

（☎㉗０１００）

● 伊万里商業高校吹奏楽部 定期演奏会
　21 日（日）午後２時開演（☎㉓５１９１）

● クリスマスおはなし会〔図書館ホール〕
　13 日（土）午後２時 30 分〜３時 30 分
　おはなしキャラバンの皆さんによるエプロ

ンシアターなど、楽しいお話があります。
● 名画上映会【黒澤明が選んだ 100 本の映

画第４回】〔図書館ホール〕
　14 日（日）午後２時 30 分〜４時 40 分
　『素晴らしき哉、人生！』
　（1946 年、アメリカ、130 分）
　監督：フランク・キャプラ
　出演：ジェームズ・スチュアート ほか
● 子どもミニ上映会〔のぼりがまのおへや〕
　21 日（日）午後２時 30 分〜３時２分
　『うごくえほん  チルビー５』（32 分）
※変更する場合があります。
※催し物はすべて無料です。
● 12 月の休館日
　１日、８日、15日、22日、23日（天皇誕生日）
　28日〜１月３日（年末年始休館）

市 民 会 館 ☎㉒７１０５

市民図書館 ☎㉓４６４６

市民センター ☎㉒３９１１

を含みます

詳しい資料をお送りします。

を

電話 0955-22-2658

永代納骨料永代納骨料 永代維持管理料永代維持管理料

納骨時のお布施納骨時のお布施

※基本的にこれ以外の経費は今後一切かかり
　ません。継承者の心配もありません。 iタウンページ 検  索格岩寺

永代合祀墓「弥勒」永代合祀墓「弥勒」
えいだいごう  し    ぼ     み  ろくえいだいごう  し    ぼ     み  ろく

◆納骨料は5万円です

ご遺骨を土に還す合祀墓です。継承者の有無にかか
わらず格岩寺が永代にわたりお守りしてまいります。

宗派を超えて広く門戸を開いております。

臨済宗 格岩寺 法燈380年

◆ペットのお墓「君を忘れない」もそばに建立
（伊万里市幸善町・伊万里玉屋近く・伊万里川の畔）
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艶やかな歌声で観客を魅了した力武杏奈さん→

人のうごき

ら

か

室

集

編
平成 26 年 11 月１日現在
● 人口　57,011 人　　（＋ 17）
　　男　27,312 人　　（＋ 26）
　　女　29,699 人　　（−   9）
● 世帯　22,726 世帯 　（＋ 29）

（　）は前月比

広報　　　　　 2014-12
● 発行日／平成 26 年 12 月１日
● 発行編集／伊万里市情報広報課広報係
　　　　　(0955)23-4313（ダイヤルイン）
　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町 1355 番地 1
● 伊万里市のホームページ
　http://www.city.imari.saga.jp/
● 印　刷／株式会社 三光

　
子
ど
も
話
し
方
大
会
を
取
材
し
ま
し
た
。
家

族
や
部
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
話
な
ど
テ
ー

マ
は
さ
ま
ざ
ま
。
各
町
子
ど
も
会
代
表
の
小
・

中
学
生
が
、
自
分
の
考
え
を
堂
々
と
発
表
す
る

そ
の
姿
は
大
人
顔
負
け
で
す
。
話
の
内
容
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
声
や
話
し
方
、
態
度
な
ど
そ

の
す
べ
て
が
聞
い
て
い
る
人
た
ち
に
感
動
を

与
え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。『
人
前
で

話
す
』
こ
と
は
、
私
も
そ
う
で
す
が
、
苦
手
意

識
を
持
っ
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
多
少
緊
張
も
し
ま
す
し
、
そ
の
よ
う
な

状
況
で
自
分
の
考
え
や
思
い
を
相
手
に
伝
え
、

理
解
し
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
相
手
の
心
に
訴

え
、
心
を
つ
か
む
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
回
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
将

来
き
っ
と
役
に
立
つ
で
あ
ろ
う
貴
重
な
経
験

を
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
私
も
い
ろ
い
ろ
な

意
味
で
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ

た
主
催
者
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
、

感
動
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
令
）

↓元気いっぱいに太鼓をたたく子どもたち ↓アクロバティックな演技の連続に会場は沸きました

足刀（横蹴り）で板を試割りする見事な演武

↑キビキビした動作に歓声が上がった手旗信号

鳴子（なるこ）の小気味よい音色と華やかな衣装で、
会場のお祭りムードを盛り上げた『よさこい』

↑総勢約 600 人が参加して、秋めく市街地を彩りました

市民総踊り伊万里小唄

↑勇ましい掛け声とともに組み合う『団車（だんじ
り）』（左）と『荒神輿（あらみこし）』（右）

↓街道に住む神獣『白虎』と『祭』の文字で秋を表現

↑サッカーボールを
使った妙技を披露

わっしょいパレード

舞台パフォーマンス

い
ま
り
秋
祭
り

2014

　
10
月
25
日
、
26
日
に
市
街
地
で
『
い
ま
り
秋
祭
り
２
０
１
４
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
、
わ
っ
し
ょ
い
パ
レ
ー
ド
や
舞
台

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
市
民
総
踊
り
な
ど
の
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
、

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
伊
萬
里
神
社
御
神
幸
祭
『
伊
万
里
ト
ン
テ
ン
ト
ン
祭
り
』

で
は
、
昨
年
に
続
い
て
模
擬
合
戦
や
川
落
と
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

㌧テントン模擬合戦

伊萬里神社御神幸祭
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